
■地域名      南佐久（主に川上村、南牧村、佐久穂町）  地区 

■特徴的な被害対策 ニホンジカ防護柵設置と効果の維持 

１ 地域の概要 

集落戸数 
加害鳥獣 被害農作物等 備考 

 うち農家 

1,430 1,430 ニホンジカ 高原野菜全般  

 

２ 実施した被害対策の内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

これまでの経過 

近年、南佐久南部を中心に、ニホンジカによる農業被害が著しく増え、各地区では被害対策が

深刻な課題となった。 

こうした中、各地区の要望を受け、平成16年から補助事業等を活用し、防護柵導入を中心に

技術支援を行っている。 

特に平成20年度、21年度の国直接事業の活用で、相当量の整備が進んだ。 

柵の設置時において、道路などを横断する部分にゲートを付けることにより、シカ侵入防止の対

応を図っているが、交通事情で道路を遮断できない箇所などで、開口部とならざるをえない部分

が生じてしまう。 

この部分の対策として、テキサスゲート施工箇所については、支援チームと連携し、センサーカ

メラによる効果検証を行い、テキサスゲート施工困難な箇所については、柵の折り返しなどにより、

シカの侵入を防ぐ指導を行っている。 

また、同時に、隙間が生じている箇所等の点検も行い、柵の防御効果の維持について指導して

いる。 

被

害

対

策 

◇生息環境対策 緩衝帯整備 58.2ha（防護柵と組み合わせの部分あり） 

◇防除対策 

防護柵（物理柵）設置（平成16年度～21年度実績） 

 川上村  107,134m 

    南牧村   68,745m 

 佐久穂町   8,880m 

     計  184,759m 

◇捕獲対策 
Ｈ２０から、佐久管内全域で有害鳥獣捕獲強調月間を実施 （2月16日～3月15日） 

※H21から一斉捕獲日設定。H22山梨県との広域捕獲調整中。 

効

果 

被害状況 昨年より出没、被害は減少した。 

その他特記

事項 
 

農家の方からのコメント 防護柵設置で、被害がかなり減り、効果があった。今後、開口部や、破損部分の対応が大切。 

 

３ これからの課題 

失敗した事柄  

これからの課題 開口部侵入対策、斜面への設置箇所の隙間対策の指導を継続する。 

 

４ 成功に至ったポイント 

野生鳥獣被害対策支援チーム  

 

５ 問合せ先  

佐久地区野生鳥獣被害対策チーム  電話0267-63-3144（農政課農政係）0267-63-3152（林務課林務係） 

              E-mail: sakuchi-nosei@pref.nagano.jp   sakuchi-rimmu@pref.nagano.jp 
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